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　７月 29日（土）蝉しぐれが降り注ぐ、諏訪神社境内で毎
年恒例の「諏訪大神秋季大祭奉納相撲」が開催されました。
　町内子ども会や自衛隊による取り組みのほか、出羽海
部屋力士に抱かれた『赤ちゃん土俵入り』では、廻しも緩
い小さな 12 人の力士たちが、観客の視線を一身に浴び、
会場はにぎやかな温かい声援であふれていました。
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◎
専
決
処
分
の
承
認
（
町
税
条
例
等
の
一

部
改
正
）

　

町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
専
決
処
分
し
た
た
め
、

承
認
を
求
め
る
も
の
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
（
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
）

　

東
庄
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
専
決

処
分
し
た
た
め
、
承
認
を
求
め
る
も
の
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
（
介
護
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
）

　

東
庄
町
介
護
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
専
決
処

分
し
た
た
め
、
承
認
を
求
め
る
も
の
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
28
年
度
東
庄

町
一
般
会
計
補
正
予
算
第
６
号
）

　

観
光
案
内
駐
車
場
ト
イ
レ
の
設
計
管
理

業
務
に
つ
い
て
、
次
年
度
に
繰
越
す
る
こ

と
に
な
り
、
繰
越
明
許
の
設
定
に
つ
い
て

の
補
正
を
専
決
処
分
し
た
た
め
、
承
認
を

求
め
る
も
の
。

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
承
認
４
件
、
議
案
１
件
、
報
告
１
件
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
の
案
件
を

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

請
願
２
件
に
つ
い
て
は
、
教
育
予
算
関
係
の
請
願
２
件
が
採
択
と
な
り
、
教
育
予
算
関

係
に
関
連
し
た
「
意
見
書
案
２
件
」
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
２
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

定
例
会
の
経
過
概
要

一般会計補正予算など
全議案を可決

　

６
月
定
例
会
初
日
の
６
日
に
は
、
一
般

質
問
を
２
人
の
議
員
が
行
っ
た
後
、
条
例

の
一
部
改
正
に
係
る
専
決
処
分
の
承
認
３

件
、
平
成
28
年
度
東
庄
町
一
般
会
計
補
正

予
算
に
係
る
専
決
処
分
の
承
認
１
件
、
一

般
会
計
補
正
予
算
の
議
案
１
件
が
提
案
さ

れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
案
件
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
請
願
２
件
が
上
程
さ
れ
趣
旨

説
明
の
後
、
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託

し
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
７
日
は
、
午
後
に
文
教
福
祉

常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
案

件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
９
日
に
は
、
文
教
福
祉
常
任

委
員
長
か
ら
付
託
さ
れ
た
請
願
２
件
の
審

査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
全
て
の
案
件
を

採
択
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見

書
案
２
件
が
提
出
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

6月定例会

可
決
さ
れ
た

　

主
な
議
案
等

　
　
　

  

の
概
要

東庄町議会だより

第 150 号

3

第 161 号

3

６月定例会

　

６
月
定
例
会
の
本
会
議
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
請
願
に
つ
い
て
は
、
所
管
の
常
任
委
員

会
に
お
い
て
慎
重
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

　

補
正
額
は
、
３
０
３
万
２
千
円
で
、

補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

52
億
３
３
０
３
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　

補
正
の
内
容
は
、
自
動
車
購
入
２
７
８

万
４
千
円
、
自
治
会
等
集
会
施
設
整
備
事

業
補
助
金
24
万
８
千
円
を
補
正
し
た
も
の

で
す
。

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh
hhhhhh

常　

任　

委　

員　

会　

報　

告

　

常
任
委
員
会
に
お
け
る
質
疑
、
意
見
等

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
請
願
第
１
号　
「
国
に
お
け
る
平
成
30

（
２
０
１
８
）
年
度
教
育
予
算
拡
充
に
関

す
る
意
見
書
」
採
択
に
関
す
る
請
願
）

意 

見　

毎
年
同
じ
よ
う
な
形
で
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
教
育
は
ど
の
子
ど
も
も

平
等
で
あ
り
ま
す
。
全
国
的
に
は
、
ま

だ
ま
だ
遅
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
の
で
、
予
算
拡
充
を
求
め
る
請
願
を

出
す
こ
と
に
は
賛
成
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
意
見
等
が
あ
り
、
請
願

第
１
号
に
つ
い
て
採
決
し
た
結
果
、
当
委

員
会
で
は
全
員
賛
成
に
よ
り
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

（
請
願
第
２
号　
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書
」
採
択
に

関
す
る
請
願
）

意 

見　

千
葉
県
は
、
他
県
に
比
べ
る
と
恵

ま
れ
て
い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

現
状
低
下
す
る
こ
と
な
く
、
維
持
す
る

た
め
に
も
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

を
堅
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
要
望
を
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
請
願
の
趣

旨
に
賛
成
で
す
。

意 

見　

昨
今
、
教
職
員
の
働
き
方
が
変
わ

っ
て
き
て
お
り
、
国
が
予
算
負
担
す
べ

き
と
こ
ろ
は
十
分
に
行
っ
て
い
た
だ
き
、

そ
こ
に
地
方
は
プ
ラ
ス
で
教
育
に
か
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
請
願
の
趣
旨
に
は
賛
同
し
ま
す

の
で
賛
成
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
意
見
等
が
あ
り
、
請
願

第
２
号
に
つ
い
て
採
決
し
た
結
果
、
当
委

員
会
に
お
い
て
は
、
全
員
賛
成
に
よ
り
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

本会議で報告する林文教福祉常任委員長 文教福祉常任委員会
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6月定例会上程議案等議決結果

　

定
例
会
初
日
の
６
月
６
日
に

は
、
研
修
に
来
町
し
て
い
た
国

家
公
務
員
２
名
と
、
本
年
度
新

規
採
用
職
員
が
本
会
議
を
傍
聴

し
ま
し
た
。

議案
番号 議　　案　　名

議
決
結
果

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14

土
屋　

光
正

宮
澤　
　

健

佐
久
間
義
房

板
寺　

正
範

花
香　

孝
彦

林　
　

俊
之

大
網　

正
敏

城
之
内
一
男

高
木　

武
男

鈴
木　

正
昭

山
崎
ひ
ろ
み

宮
崎　

正
吾

鎌
形　

寿
一

土
屋　
　

進

承　認
第１号

専決処分の承認を求めることについて（町税条例
等の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

承　認
第２号

専決処分の承認を求めることについて（東庄町国
民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

承　認
第３号

専決処分の承認を求めることについて（東庄町介
護保険条例の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

承　認
第４号

専決処分の承認を求めることについて（平成 28
年度東庄町一般会計補正予算（第６号）） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第20号 平成 29年度東庄町一般会計補正予算（第 1号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

報　告
第１号

繰越明許費繰越計算書について（平成 28年度東
庄町一般会計繰越明許費繰越計算書） 報告 報告事項のため採決はありません －

請　願
第１号

「国における平成 30（2018）年度教育予算拡充
に関する意見書」採択に関する請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

請　願
第２号

「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」
採択に関する請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

意見書
案

第１号

国における平成 30年度教育予算拡充に関する意
見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

意見書
案

第２号

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書に
ついて 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

賛成＝○　反対＝×　議長＝－ （議長は、採決に加わりません）

東庄町議会だより
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第 161 号

就
学
援
助
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て

我
が
町
の
就
学
援
助
対
象
者
の
現

状
を
伺
う
。
こ
れ
ら
の
要
綱
に
つ

い
て
は
如
何
に
。

　

ま
た
、
ラ
ン
ド
セ
ル
な
ど
学
用
品
の
費

用
等
を
新
入
学
時
に
間
に
合
う
よ
う
に
支

給
す
る
体
制
は
出
来
て
い
る
か
。

教
育
課
長　

就
学
援
助
の
対
象
者
に
は
、

生
活
保
護
受
給
世
帯
の
要
保
護
と
、
生
活

保
護
世
帯
に
準
ず
る
程
度
の
困
窮
と
教
育

委
員
会
で
認
定
し
た
世
帯
の
準
要
保
護
、

こ
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。　

　

平
成
29
年
５
月
１
日
現
在
、
町
で
は
要

保
護
世
帯
が
小
学
生
で
１
名
、
準
要
保
護

世
帯
は
小
学
生
９
名
・
中
学
生
８
名
で
す
。

　

な
お
、
支
給
の
時
期
は
前
年
の
所
得
が

確
定
す
る
確
定
申
告
後
の
３
月
中
旬
を
申

請
締
め
切
り
と
し
て
い
ま
す
が
、
町
の
要

綱
は
な
い
た
め
、
国
の
就
学
支
援
の
補
助

金
交
付
要
綱
を
基
準
に
、
支
給
事
務
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
28
年
度
ま

で
は
小
学
校
入
学
前
の
子
供
は
対
象
外
で

あ
っ
た
た
め
、
入
学
前
の
支
給
は
困
難
で 山崎 ひろみ 議員

一般質問

し
た
が
、
要
綱
の
改
定
に
よ
り
29
年
度
か

ら
は
小
学
校
入
学
前
の
児
童
も
対
象
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
町
で
も
平
成
30

年
度
新
入
学
児
童
生
徒
に
対
し
、
就
学
援

助
費
の
中
の
学
用
品
費
は
、
入
学
前
に
速

や
か
な
支
給
が
行
え
る
よ
う
に
対
応
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

現
在
の
取
り
組
み
状
況
と
新
た
な

施
策
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。
認

知
症
予
防
と
し
て
、
気
軽
に
高
齢
者
が
集

ま
れ
る
場
所
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
、

各
区
集
会
所
の
利
用
に
対
し
、
使
用
料
を

補
助
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
共
に
作
業
し
て
作
物

を
作
り
、
一
緒
に
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
歓

談
し
交
流
を
図
れ
る
場
所
と
し
て
「
共
生

型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園
」
あ
る
い
は
、「
シ

ル
バ
ー
フ
ァ
ー
ム
」
的
な
も
の
が
出
来
れ

ば
と
考
え
る
が
、
町
の
計
画
は
如
何
に
。

健
康
福
祉
課
長　

町
で
は
、
現
在
町
内
在

住
の
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
自
宅
で

も
実
践
で
き
る
介
護
予
防
効
果
の
あ
る
運

動
や
体
操
を
行
う
「
げ
ん
き
教
室
」・「
は

つ
ら
つ
教
室
」
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
の
公
民
館
・
集
会

所
等
に
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
が
伺
い
、
介
護
予
防
の
た
め
の
「
出
前

講
座
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
閉
じ
こ
も
る
高
齢
者
を
減
ら
す

た
め
、
各
地
区
の
集
会
所
等
を
利
用
し
た

場
合
の
補
助
金
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
出
前
講
座
」
等
を
有
効
活
用
い
た
だ
き
、

高
齢
者
が
集
ま
れ
る
場
所
づ
く
り
を
提
供

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
施
策
と
し
て
は
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
り
支
え

合
う
「
地
域
福
祉
計
画
」
や
、
健
康
づ
く

り
の
基
本
と
な
る
「
健
康
増
進
計
画
・
食

育
推
進
計
画
」
等
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

現
在
、
シ
ル
バ
ー
農

園
的
な
詳
細
な
計
画
は
、
策
定
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
本
年
度
か
ら
「
農
地
を
貸
し

て
も
良
い
」「
農
地
を
借
り
て
野
菜
作
り

等
し
て
み
た
い
」
な
ど
の
方
に
声
を
か
け
、

協
議
検
討
を
始
め
、
理
解
・
協
力
が
得
ら

れ
れ
ば
、
小
規
模
な
市
民
農
園
的
な
物
か

ら
始
め
ら
れ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

９月定例会は、９月４日㈪から開会予定です。
http://www.town.tohnosho.chiba.jp/

議会の傍聴に
お出かけください

高
齢
者
の
健
康
寿
命
を

延
ば
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

げんき教室
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第 161 号

4

６月定例会

6月定例会上程議案等議決結果

　

定
例
会
初
日
の
６
月
６
日
に

は
、
研
修
に
来
町
し
て
い
た
国

家
公
務
員
２
名
と
、
本
年
度
新

規
採
用
職
員
が
本
会
議
を
傍
聴

し
ま
し
た
。

議案
番号 議　　案　　名

議
決
結
果

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14

土
屋　

光
正

宮
澤　
　

健

佐
久
間
義
房

板
寺　

正
範

花
香　

孝
彦

林　
　

俊
之

大
網　

正
敏

城
之
内
一
男

高
木　

武
男

鈴
木　

正
昭

山
崎
ひ
ろ
み

宮
崎　

正
吾

鎌
形　

寿
一

土
屋　
　

進

承　認
第１号

専決処分の承認を求めることについて（町税条例
等の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

承　認
第２号

専決処分の承認を求めることについて（東庄町国
民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

承　認
第３号

専決処分の承認を求めることについて（東庄町介
護保険条例の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

承　認
第４号

専決処分の承認を求めることについて（平成 28
年度東庄町一般会計補正予算（第６号）） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第20号 平成 29年度東庄町一般会計補正予算（第 1号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

報　告
第１号

繰越明許費繰越計算書について（平成 28年度東
庄町一般会計繰越明許費繰越計算書） 報告 報告事項のため採決はありません －

請　願
第１号

「国における平成 30（2018）年度教育予算拡充
に関する意見書」採択に関する請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

請　願
第２号

「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」
採択に関する請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

意見書
案

第１号

国における平成 30年度教育予算拡充に関する意
見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

意見書
案

第２号

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書に
ついて 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

賛成＝○　反対＝×　議長＝－ （議長は、採決に加わりません）

東庄町議会だより

第 150 号
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第 161 号

就
学
援
助
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て

我
が
町
の
就
学
援
助
対
象
者
の
現

状
を
伺
う
。
こ
れ
ら
の
要
綱
に
つ

い
て
は
如
何
に
。

　

ま
た
、
ラ
ン
ド
セ
ル
な
ど
学
用
品
の
費

用
等
を
新
入
学
時
に
間
に
合
う
よ
う
に
支

給
す
る
体
制
は
出
来
て
い
る
か
。

教
育
課
長　

就
学
援
助
の
対
象
者
に
は
、

生
活
保
護
受
給
世
帯
の
要
保
護
と
、
生
活

保
護
世
帯
に
準
ず
る
程
度
の
困
窮
と
教
育

委
員
会
で
認
定
し
た
世
帯
の
準
要
保
護
、

こ
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。　

　

平
成
29
年
５
月
１
日
現
在
、
町
で
は
要

保
護
世
帯
が
小
学
生
で
１
名
、
準
要
保
護

世
帯
は
小
学
生
９
名
・
中
学
生
８
名
で
す
。

　

な
お
、
支
給
の
時
期
は
前
年
の
所
得
が

確
定
す
る
確
定
申
告
後
の
３
月
中
旬
を
申

請
締
め
切
り
と
し
て
い
ま
す
が
、
町
の
要

綱
は
な
い
た
め
、
国
の
就
学
支
援
の
補
助

金
交
付
要
綱
を
基
準
に
、
支
給
事
務
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
28
年
度
ま

で
は
小
学
校
入
学
前
の
子
供
は
対
象
外
で

あ
っ
た
た
め
、
入
学
前
の
支
給
は
困
難
で 山崎 ひろみ 議員

一般質問

し
た
が
、
要
綱
の
改
定
に
よ
り
29
年
度
か

ら
は
小
学
校
入
学
前
の
児
童
も
対
象
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
町
で
も
平
成
30

年
度
新
入
学
児
童
生
徒
に
対
し
、
就
学
援

助
費
の
中
の
学
用
品
費
は
、
入
学
前
に
速

や
か
な
支
給
が
行
え
る
よ
う
に
対
応
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

現
在
の
取
り
組
み
状
況
と
新
た
な

施
策
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。
認

知
症
予
防
と
し
て
、
気
軽
に
高
齢
者
が
集

ま
れ
る
場
所
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
、

各
区
集
会
所
の
利
用
に
対
し
、
使
用
料
を

補
助
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
共
に
作
業
し
て
作
物

を
作
り
、
一
緒
に
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
歓

談
し
交
流
を
図
れ
る
場
所
と
し
て
「
共
生

型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園
」
あ
る
い
は
、「
シ

ル
バ
ー
フ
ァ
ー
ム
」
的
な
も
の
が
出
来
れ

ば
と
考
え
る
が
、
町
の
計
画
は
如
何
に
。

健
康
福
祉
課
長　

町
で
は
、
現
在
町
内
在

住
の
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
自
宅
で

も
実
践
で
き
る
介
護
予
防
効
果
の
あ
る
運

動
や
体
操
を
行
う
「
げ
ん
き
教
室
」・「
は

つ
ら
つ
教
室
」
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
の
公
民
館
・
集
会

所
等
に
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
が
伺
い
、
介
護
予
防
の
た
め
の
「
出
前

講
座
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
閉
じ
こ
も
る
高
齢
者
を
減
ら
す

た
め
、
各
地
区
の
集
会
所
等
を
利
用
し
た

場
合
の
補
助
金
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
出
前
講
座
」
等
を
有
効
活
用
い
た
だ
き
、

高
齢
者
が
集
ま
れ
る
場
所
づ
く
り
を
提
供

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
施
策
と
し
て
は
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
り
支
え

合
う
「
地
域
福
祉
計
画
」
や
、
健
康
づ
く

り
の
基
本
と
な
る
「
健
康
増
進
計
画
・
食

育
推
進
計
画
」
等
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

現
在
、
シ
ル
バ
ー
農

園
的
な
詳
細
な
計
画
は
、
策
定
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
本
年
度
か
ら
「
農
地
を
貸
し

て
も
良
い
」「
農
地
を
借
り
て
野
菜
作
り

等
し
て
み
た
い
」
な
ど
の
方
に
声
を
か
け
、

協
議
検
討
を
始
め
、
理
解
・
協
力
が
得
ら

れ
れ
ば
、
小
規
模
な
市
民
農
園
的
な
物
か

ら
始
め
ら
れ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

９月定例会は、９月４日㈪から開会予定です。
http://www.town.tohnosho.chiba.jp/

議会の傍聴に
お出かけください

高
齢
者
の
健
康
寿
命
を

延
ば
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

げんき教室
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第 161 号 一般質問

　

こ
の
一
般
質
問
は
、
６
月
定
例
会

の
内
容
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。

　

全
文
は
、
東
庄
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
東
庄
町
議
会
・
会
議
録
か
ら
ご
覧

下
さ
い
。

平
成
29
年
度
予
算
及
び

施
策
に
つ
い
て

一
般
会
計
に
お
け
る
町
税
の
増
収

要
因
と
、
個
人
住
民
税
納
税
義
務

者
数
の
今
後
の
推
移
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
町
債
の
中
で
も
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可
能
額
と

町
の
認
識
は
如
何
に
。

　

統
合
小
学
校
校
舎
増
築
・
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
の
財
源
は
。

総
務
課
長　

町
税
予
算
増
の
要
因
は
、
経

済
指
標
等
資
料
に
よ
り
、
営
業
所
得
、
農

業
所
得
の
増
加
を
見
込
ん
だ
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
個
人
住
民
税
納
税
義
務
者
数

は
６
，
８
６
３
人
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す

が
、
高
齢
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
に
よ
り
、
今
後
は
減
収
を
見
込
ん
で
の

財
政
運
営
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可
能
額

は
、
２
億
２
千
６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
財
政
需
要
を
考
慮
し
、
借
入
に

よ
る
収
入
と
、
積
み
立
て
な
ど
の
歳
出
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、
財
政
運
営
を 城之内 一男 議員

行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

次
に
、
小
学
校
校
舎
増
築
事
業
財
源
は
、

起
債
と
基
金
の
取
り
崩
し
で
す
。
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
は
学
校
教
育
事
業
債
と
基
金

の
取
り
崩
し
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、

他
の
起
債
と
の
兼
ね
合
い
も
考
慮
の
う
え
、

過
疎
債
の
発
行
も
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
管
理

運
営
が
、
２
０
１
８
年
度
よ
り
、

市
町
村
か
ら
県
に
変
わ
る
が
、
運
営
方
針

と
体
制
の
違
い
は
如
何
に
。
ま
た
、
標
準

保
険
料
率
に
対
す
る
町
の
見
解
と
、
国
保

加
入
世
帯
数
、
人
数
、
加
入
者
負
担
最
高

限
度
額
、
徴
収
率
等
、
今
年
度
の
状
況
を

伺
う
。

町
民
課
長　

平
成
30
年
度
か
ら
県
が
財
政

運
営
を
し
、
制
度
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　

市
町
村
は
、
資
格
管
理
、
保
険
給
付
、

保
険
税
率
の
決
定
、
徴
収
、
保
健
事
業
を

今
ま
で
同
様
行
い
ま
す
。
尚
、
標
準
保
険

料
率
は
、
来
年
２
月
に
確
定
す
る
予
定
で

す
が
、
住
民
負
担
の
変
動
が
大
き
く
な
ら

な
い
よ
う
、
県
の
標
準
保
険
料
率
を
参
考

に
、
熟
慮
し
決
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
次
に
国
保
加
入
世
帯
は
29
年

４
月
末
で
２
，
５
８
０
世
帯
、
国
保
被
保

険
者
数
４
，
６
６
２
人
、
加
入
者
負
担
最

高
限
度
額
は
89
万
円
で
す
。
現
年
課
税
分

徴
収
率
は
９
２
．
８
％
、
滞
納
繰
越
分
は

18
％
を
見
込
ん
で
お
り
、
税
の
公
平
性
か

ら
も
滞
納
処
分
を
強
化
し
、
徴
収
率
ア
ッ

プ
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
規
模
急
性
期
病
院
へ
の
医
療
人

材
の
集
中
と
い
う
病
院
の
二
極
化

は
、
地
方
自
治
体
病
院
に
お
い
て
深
刻
な

医
師
不
足
問
題
を
生
ん
で
い
る
が
、
国
保

東
庄
病
院
に
お
け
る
現
状
と
医
師
確
保
の

た
め
の
考
え
は
。

病
院
事
務
長　

現
状
の
診
療
は
、
常
勤
医

師
４
名
の
う
ち
、
２
名
は
自
治
医
科
大
学

卒
業
医
師
で
県
か
ら
の
派
遣
で
す
。
地
域

医
療
と
し
て
は
、
総
合
診
療
的
な
病
院
医

療
と
人
間
ド
ッ
グ
の
推
進
に
よ
り
、
予
防

医
療
の
充
実
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
医
師

確
保
の
取
り
組
み
と
し
て
、
①
自
治
医
科

大
学
卒
業
医
師
の
派
遣
申
請
に
よ
る
医
師

の
確
保
、
②
東
庄
病
院
・
全
国
自
治
体
病

院
協
議
会
・
千
葉
県
国
民
健
康
保
険
直
営

診
療
施
設
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
医

師
の
募
集
、
③
地
域
医
療
後
期
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
後
期
研
修
医
の
確
保
、

④
千
葉
県
知
事
へ
地
域
医
療
の
医
師
確
保

に
つ
い
て
の
要
望
活
動
、
⑤
医
師
斡
旋
業

者
へ
の
登
録
に
よ
る
募
集
等
行
っ
て
お
り

ま
す
。現

在
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
問
題

は
、
地
方
財
政
を
揺
る
が
し
か
ね

な
い
懸
念
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
が

策
定
さ
れ
た
と
理
解
す
る
が
、
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
の
在
り
方
も
含
め
、
行
政
の
認

識
を
伺
う
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
つ
い
て

総
務
課
長　

施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
こ

と
を
念
頭
に
、
不
具
合
箇
所
の
早
期
修
繕

に
努
め
る
こ
と
で
、
劣
化
を
最
低
限
度
に

留
め
て
い
き
ま
す
。
施
設
の
更
新
に
お
い

て
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
十
分
把
握
し
必
要

性
の
低
い
施
設
は
、
廃
止
を
含
め
た
検
討

も
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公
共
施
設
の
更
新
や
、
大
規
模
改

修
・
廃
止
を
含
め
財
源
の
確
保
が

重
要
と
考
え
る
。
起
債
を
含
め
、
財
政
規

模
に
対
す
る
将
来
維
持
更
新
費
の
比
率
と
、

町
の
基
本
的
な
方
針
は
。

総
務
課
長　

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
で
す

が
、
国
・
県
の
補
助
が
あ
る
も
の
は
こ
れ

を
最
大
限
活
用
し
、
他
、
一
般
財
源
や
起

債
に
よ
り
対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

な
お
、
起
債
に
つ
い
て
は
、
将
来
負
担

を
考
慮
の
う
え
、
必
要
最
小
限
に
抑
え
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
事
務
事
業
を
見

直
し
、
経
費
節
減
に
努
め
な
が
ら
、
積
極

的
に
基
金
を
積
み
立
て
、
財
源
の
確
保
を

図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

東庄町議会だより

第 150 号
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7 東庄町議会だより

　

６
月
９
日
定
例
会
最
終
日
終
了
後
、
議
員
控
室
を
会
場
に
、
議
員
と
教
育

委
員
が
、
小
学
校
統
合
と
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て
、
懇
談
会
を

開
き
ま
し
た
。

　

双
方
が
胸
襟
を
開
き
、
忌
憚
の
な
い
活
発
な
意
見
を
述
べ
合
い
、
密
度
の

濃
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　議会では、７月10日、「選挙管
理委員会委員及び補充員の選出につ
いて」を協議事項に、全員協議会を
開催しました。

　

昨
年
、
発
足
致
し
ま
し
た
議
会
広
報
編

集
委
員
会
は
、
初
め
て
市
町
村
議
会
広
報

研
究
会
「
住
民
に
読
ま
れ
・
議
会
活
動
が

伝
わ
る
議
会
だ
よ
り
の
基
本
と
編
集
」
を

受
講
し
ま
し
た
。
全
国
の
優
れ
た
議
会
だ

よ
り
の
編
集
方
法
を
知
り
、
多
く
の
改
善

点
を
再
認
識
致
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
議
会
に
来
て
い
た
だ
い

た
時
と
同
じ
よ
う
に
議
会
の
様
子
が
伝
わ

る
広
報
誌
を
目
指
し
、
改
善
し
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

　８月３日、栃木県佐野市文化会館を会
場に、第68回利根川治水同盟治水大会
が開催され、土屋議長、山崎副議長及び
総務産業常任委員が参加しました。

小林教育委員

林教育委員

土屋議長

議
会
・
教
育
委
員
会
懇
談
会
を
開
催

広
報
研
究
会
に
初
参
加

議
会
全
員
協
議
会
を
開
催

利
根
川
治
水
同
盟
治
水
大
会
に
参
加
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第 161 号 一般質問

　

こ
の
一
般
質
問
は
、
６
月
定
例
会

の
内
容
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。

　

全
文
は
、
東
庄
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
東
庄
町
議
会
・
会
議
録
か
ら
ご
覧

下
さ
い
。

平
成
29
年
度
予
算
及
び

施
策
に
つ
い
て

一
般
会
計
に
お
け
る
町
税
の
増
収

要
因
と
、
個
人
住
民
税
納
税
義
務

者
数
の
今
後
の
推
移
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
町
債
の
中
で
も
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可
能
額
と

町
の
認
識
は
如
何
に
。

　

統
合
小
学
校
校
舎
増
築
・
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
の
財
源
は
。

総
務
課
長　

町
税
予
算
増
の
要
因
は
、
経

済
指
標
等
資
料
に
よ
り
、
営
業
所
得
、
農

業
所
得
の
増
加
を
見
込
ん
だ
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
個
人
住
民
税
納
税
義
務
者
数

は
６
，
８
６
３
人
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す

が
、
高
齢
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
に
よ
り
、
今
後
は
減
収
を
見
込
ん
で
の

財
政
運
営
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可
能
額

は
、
２
億
２
千
６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
財
政
需
要
を
考
慮
し
、
借
入
に

よ
る
収
入
と
、
積
み
立
て
な
ど
の
歳
出
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、
財
政
運
営
を 城之内 一男 議員

行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

次
に
、
小
学
校
校
舎
増
築
事
業
財
源
は
、

起
債
と
基
金
の
取
り
崩
し
で
す
。
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
は
学
校
教
育
事
業
債
と
基
金

の
取
り
崩
し
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、

他
の
起
債
と
の
兼
ね
合
い
も
考
慮
の
う
え
、

過
疎
債
の
発
行
も
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
管
理

運
営
が
、
２
０
１
８
年
度
よ
り
、

市
町
村
か
ら
県
に
変
わ
る
が
、
運
営
方
針

と
体
制
の
違
い
は
如
何
に
。
ま
た
、
標
準

保
険
料
率
に
対
す
る
町
の
見
解
と
、
国
保

加
入
世
帯
数
、
人
数
、
加
入
者
負
担
最
高

限
度
額
、
徴
収
率
等
、
今
年
度
の
状
況
を

伺
う
。

町
民
課
長　

平
成
30
年
度
か
ら
県
が
財
政

運
営
を
し
、
制
度
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　

市
町
村
は
、
資
格
管
理
、
保
険
給
付
、

保
険
税
率
の
決
定
、
徴
収
、
保
健
事
業
を

今
ま
で
同
様
行
い
ま
す
。
尚
、
標
準
保
険

料
率
は
、
来
年
２
月
に
確
定
す
る
予
定
で

す
が
、
住
民
負
担
の
変
動
が
大
き
く
な
ら

な
い
よ
う
、
県
の
標
準
保
険
料
率
を
参
考

に
、
熟
慮
し
決
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
次
に
国
保
加
入
世
帯
は
29
年

４
月
末
で
２
，
５
８
０
世
帯
、
国
保
被
保

険
者
数
４
，
６
６
２
人
、
加
入
者
負
担
最

高
限
度
額
は
89
万
円
で
す
。
現
年
課
税
分

徴
収
率
は
９
２
．
８
％
、
滞
納
繰
越
分
は

18
％
を
見
込
ん
で
お
り
、
税
の
公
平
性
か

ら
も
滞
納
処
分
を
強
化
し
、
徴
収
率
ア
ッ

プ
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
規
模
急
性
期
病
院
へ
の
医
療
人

材
の
集
中
と
い
う
病
院
の
二
極
化

は
、
地
方
自
治
体
病
院
に
お
い
て
深
刻
な

医
師
不
足
問
題
を
生
ん
で
い
る
が
、
国
保

東
庄
病
院
に
お
け
る
現
状
と
医
師
確
保
の

た
め
の
考
え
は
。

病
院
事
務
長　

現
状
の
診
療
は
、
常
勤
医

師
４
名
の
う
ち
、
２
名
は
自
治
医
科
大
学

卒
業
医
師
で
県
か
ら
の
派
遣
で
す
。
地
域

医
療
と
し
て
は
、
総
合
診
療
的
な
病
院
医

療
と
人
間
ド
ッ
グ
の
推
進
に
よ
り
、
予
防

医
療
の
充
実
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
医
師

確
保
の
取
り
組
み
と
し
て
、
①
自
治
医
科

大
学
卒
業
医
師
の
派
遣
申
請
に
よ
る
医
師

の
確
保
、
②
東
庄
病
院
・
全
国
自
治
体
病

院
協
議
会
・
千
葉
県
国
民
健
康
保
険
直
営

診
療
施
設
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
医

師
の
募
集
、
③
地
域
医
療
後
期
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
後
期
研
修
医
の
確
保
、

④
千
葉
県
知
事
へ
地
域
医
療
の
医
師
確
保

に
つ
い
て
の
要
望
活
動
、
⑤
医
師
斡
旋
業

者
へ
の
登
録
に
よ
る
募
集
等
行
っ
て
お
り

ま
す
。現

在
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
問
題

は
、
地
方
財
政
を
揺
る
が
し
か
ね

な
い
懸
念
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
が

策
定
さ
れ
た
と
理
解
す
る
が
、
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
の
在
り
方
も
含
め
、
行
政
の
認

識
を
伺
う
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
つ
い
て

総
務
課
長　

施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
こ

と
を
念
頭
に
、
不
具
合
箇
所
の
早
期
修
繕

に
努
め
る
こ
と
で
、
劣
化
を
最
低
限
度
に

留
め
て
い
き
ま
す
。
施
設
の
更
新
に
お
い

て
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
十
分
把
握
し
必
要

性
の
低
い
施
設
は
、
廃
止
を
含
め
た
検
討

も
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公
共
施
設
の
更
新
や
、
大
規
模
改

修
・
廃
止
を
含
め
財
源
の
確
保
が

重
要
と
考
え
る
。
起
債
を
含
め
、
財
政
規

模
に
対
す
る
将
来
維
持
更
新
費
の
比
率
と
、

町
の
基
本
的
な
方
針
は
。

総
務
課
長　

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
で
す

が
、
国
・
県
の
補
助
が
あ
る
も
の
は
こ
れ

を
最
大
限
活
用
し
、
他
、
一
般
財
源
や
起

債
に
よ
り
対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

な
お
、
起
債
に
つ
い
て
は
、
将
来
負
担

を
考
慮
の
う
え
、
必
要
最
小
限
に
抑
え
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
事
務
事
業
を
見

直
し
、
経
費
節
減
に
努
め
な
が
ら
、
積
極

的
に
基
金
を
積
み
立
て
、
財
源
の
確
保
を

図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
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６
月
９
日
定
例
会
最
終
日
終
了
後
、
議
員
控
室
を
会
場
に
、
議
員
と
教
育

委
員
が
、
小
学
校
統
合
と
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て
、
懇
談
会
を

開
き
ま
し
た
。

　

双
方
が
胸
襟
を
開
き
、
忌
憚
の
な
い
活
発
な
意
見
を
述
べ
合
い
、
密
度
の

濃
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　議会では、７月10日、「選挙管
理委員会委員及び補充員の選出につ
いて」を協議事項に、全員協議会を
開催しました。

　

昨
年
、
発
足
致
し
ま
し
た
議
会
広
報
編

集
委
員
会
は
、
初
め
て
市
町
村
議
会
広
報

研
究
会
「
住
民
に
読
ま
れ
・
議
会
活
動
が

伝
わ
る
議
会
だ
よ
り
の
基
本
と
編
集
」
を

受
講
し
ま
し
た
。
全
国
の
優
れ
た
議
会
だ

よ
り
の
編
集
方
法
を
知
り
、
多
く
の
改
善

点
を
再
認
識
致
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
議
会
に
来
て
い
た
だ
い

た
時
と
同
じ
よ
う
に
議
会
の
様
子
が
伝
わ

る
広
報
誌
を
目
指
し
、
改
善
し
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

　８月３日、栃木県佐野市文化会館を会
場に、第68回利根川治水同盟治水大会
が開催され、土屋議長、山崎副議長及び
総務産業常任委員が参加しました。

小林教育委員

林教育委員

土屋議長

議
会
・
教
育
委
員
会
懇
談
会
を
開
催

広
報
研
究
会
に
初
参
加

議
会
全
員
協
議
会
を
開
催

利
根
川
治
水
同
盟
治
水
大
会
に
参
加
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議 会 活 動 日 誌
【議長・議員が出席した主な行事】

東庄町 PTA連絡協議会定期総会
議会全員協議会
東庄町農村ふれあい塾塾員会議
議会広報編集委員会
東庄町遺族会総会
東庄町社会福祉協議会並びに千葉県共同募金
会東庄町支会第１回理事会
香取郡市町議会議長会定期総会
東庄町商工会総代会
千葉県町村議会議長会第１回定例会
東庄町献血推進協議会
小見川交通安全協会東庄町支部総会
東総台地地区広域営農団地農道建設促進協議
会総会
議会運営委員会

東庄町防災演習
議会６月定例会本会議
文教福祉常任委員会
シルバー人材センター通常総会
議会６月定例会本会議
議会全員協議会
東庄町議会・教育委員会懇談会

１日
９日
11日
 〃
12日
18日

19日
24日
25日
 〃
26日
29日

30日

４日
６日
７日 
８日
９日
 〃
 〃

５月
東庄町観光ふな釣り大会表彰式
なのはなシニア千葉特選演芸会
東庄町社会福祉協議会並びに千葉県共同
募金会東庄町支会第２回理事会
第１回東庄町立小学校統合全体会議
千葉県消防協会香取支部ポンプ操法訓練
激励会
千葉県消防協会香取支部ポンプ操法大会
香取広域市町村圏事務組合議会６月臨時
議会
町シニアクラブ連合会グランドゴルフ大会

東庄町区長会研修旅行（佐賀・長崎方面）
市町村議会広報研究会
議会全員協議会
東庄町ＰＴＡ連絡協議会教育関係者研修
視察（東京方面）
議会広報編集委員会
東庄町水道運営審議会
東庄町国民健康保険運営協議会
東庄青果通常総会

11日
 〃
15日

16日
17日

24日
26日

28日

２日～４日

７日
10日
11日

12日
14日
 〃
25日

❖
編
集
後
記
❖

❖
編
集
後
記
❖

議
会
広
報
編
集
委
員

花　

香　

孝　

彦

宮　

澤　
　
　

健

山　

崎　

ひ
ろ
み

鈴　

木　

正　

昭

大　

網　

正　

敏

土　

屋　

光　

正

委
員
長

副
委
員
長

委

員

７月

６月

　

編
集
委
員
会
が
発
足
し
て
、
は
や

一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
表
紙
や
内
容

が
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。

　

委
員
一
人
ひ
と
り
が
、
気
兼
ね
な

く
、
和
気
あ
い
あ
い
と
話
し
合
い
、

住
民
目
線
に
立
ち
、
わ
か
り
や
す
く
、

読
み
や
す
く
す
る
為
に
努
力
を
重
ね

て
参
り
ま
し
た
。

　

な
お
一
層
「
知
恵
を
出
せ
！
汗
を

出
せ
！
」
を
合
言
葉
に
真
実
を
歪
め

る
こ
と
な
く
、〝
伝
え
る
広
報
〞
か
ら

〝
伝
わ
る
広
報
〞
に
日
々
努
力
し
て
参

り
ま
す
。

　

ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
町

民
の
皆
様
体
調
に
は
十
分
注
意
し
、

毎
日
健
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
委
員　

大
網　

正
敏
）

千
葉
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　

８
月
２
日
、
千
葉
県
町
村
議
会
議
長
会

の
主
催
に
よ
る
平
成
29
年
度
千
葉
県
町
村

議
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
全
議
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
泉
宏
氏
（
政
治
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
）
に
よ
る
『
ピ
ン
チ
の
安
倍
１
強
、

改
造
で
立
て
直
し
な
る
か
ー
政
局
夏
の
陣

展
望
―
』
及
び
加
藤
久
和
氏
（
明
治
大
学

政
治
経
済
学
部
教
授　

日
本
創
生
会
議
メ

ン
バ
ー
）
に
よ
る
『
人
口
減
少
社
会
に
お

け
る
地
域
活
性
化
』
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
を
通
し
、
議
会
が
議

事
機
関
と
し
て
の
機
能
充
実
を
図
る
有
意

義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。


